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中量軌道輸送システム大阪南港ポートタウン線の

管理システム
ControISYStem Of Automated GuidewaY Transit

Nanko Port Town Line for Osaka MunicipalTransportation Bureau

10年ほど前かごっ,大都巾を中心とLてfl二米の交通機関を補完Lて,射け交通の宮古

のIrり__1二を図る目的で,新しい交通システムの才采用が検討されてきた｡

昭和56年2月,3月に相次いで神戸,大阪両市で,中毒軌道輸送システムの営業

が開始された｡これらのシステムは､コンビュ【タをはじめとする′竜√一過信のシス

テムを全面的に採用することによって,一柳安の白勧化が実現されている｡

本論‾丈では,大阪山の中量軌道輸送システムに採用された列車運行のI∠†勧化シス

テムの中心である管用とシステムについて述べる｡

n 緒 言

大阪市は,大阪湾を土里め止てた人阪南i巷の中心に港湾部1け

ポートタウンを建設するに当たり,その律fづく りとして環j竜

との調和をト+指Lて,ごみの空与も輸送,CCTV(Closed Cir-

Cuit Television)による怖報システムなど,j引‾℃的設備の採

川,快適な律丁とするためポーートタウン内はノーーーカーーゾーンと

するなどの占十伸iを進めた(⊃ 二のような状況を背景に,ポート

タウンと大阪グ)中心とを結ぶ交通手段とLて,既設地‾卜鉄駅

まで仝l′1垂わ道虹の新Lい交通システムである中量軌道輸送シ

ステムがや人された〔つ
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本論‾丈では,この中量軌道輸送システムで,‖動化♂)｢†1心

となる本線管理システム,自動運転中上装吊及び日動検准装

こ毘の構成と機能について述べる｡

同 路線の概要

由i雀ポートタウン線は,地下鉄住之汁公悼1駅から南i巷ポー

トタウン中ふ鎖駅に至る6.6kmの全線複線岳架式の路線で,八

つの駅と′壬屯変電一軒1箇所,き一正変電所5箇P斤から構成され

ている.〕また,日朋口65年で交通一員二は,1日当たリ7万2-‾r一人,
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成図 システムは,列車

自動運転のための制御設備,

電力機器のための制御設備

及び乗客案内のための設備

から構成されている√､
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ラソシュ時間帯では1時描jに(r+,‾ん一向)1ノノ2丁一人と子測され

ている｡

B 本線管理システム

ニの管理システムは,従米,地下鉄などでは各々独_､■仁した

コンピュータで構成してし､た逆行管j型システムと電力管〕聾シ

ステムとを,一 一つのコンピュータで構成Lていることと.中

仙.状態の崇;こ視制御機能の充実を【葵1っていることを持氏として

いる｡

3.1本線管理システムの構成

システム全体での本線管用もシステムのイ立苗づけを図1に,

′､-ドゥェア構成を区12に､指令宅の内部写阜を図3にホす｡

このシステムは,進路,列車の出発,放送･駅案内表示及

び電力設備を総括して制御しており,システムのダウンは

指令Liだけでなく来客グ‾)音蛇占Lを招く こ上にもなりかメよない｡

そのため設計は,‾F記の点に-そ慮を#､/ノたし､

(1)中央処理業帯は､L二1木肌制帽コンビューータHIDIC80卜i二

記憶48k語)の‾-_垂系と L,補助記･忙装置も中火処王聖装置と

1対1で接続するニセで2了と了設て貰し,全体とし′て 二重系逆転

を行なう｡

(2)コンビュ一夕システムの同辺機器には,1電ノJ乍…甥を機能を

果たすものと連行管雌機了拒を果たすものとあるか､機器の一枚

障が車‖子機能に第三響を与一えないように,分離ろ虫仁Lて接続IJた｡

3.2 本線管理システムのヰ幾能

3.2.1列車運行管理の機能

(1)運行表ホ

本線運行表ホ悠に,各端末駅の先発･次発列車情報(ダイ

ヤトの行先,列車種別,連行番号及び発車時別)を表示する｡

また,山J卓列車に対Lては,J11樟-†ニ三右列申の運行番号とJ十=幸

子定時別を去ホする(_つ

(2)進路r別御

CTC(Centralized Traffic Control)装置に対して,列中の

進行位置やダイヤに従って進路の設定や解除の制御出力を行なう｡

(3)列車制御

多重適イこ淵J御]装置を介Lて,全線列車の運転ご状Y妃や異ノ首帖

報を取り込み,監視するとともに,卓上の装置に対して,デ}
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回3 指令室 本線の運行状)兄,車庫内の状態,電力の系統,各設備状況

なとの監視を集中Lて行なっている_

タ仁ミ送系による速度制限指令(最高速度55kIn/hを35km/hに制限

する｡),車内放送指令を行なう｡また,全駅で列車出発の指

ホを与える｡

(4)案内放送

列車の進行･出発予定時刻などから,自動放送装置に列車

接近,出発･先発案内放送の要求を出力する｡車内の自動放

ノi去については､多毛通信制御装苗を介して放送鞘デMタを山
ノJする｡

(5J駅二束内表′Jこ

各駅に設けられた案内表示器に対して,駅通信装置を介し

て列車接近･先発･次発･行先駅名の表示制御を行なう｡

(6)人山嘩;別御

巾Il】j鵜地l勺の中仙連行は,本線管理システムとは別の車J車

1弓二理システムで管理rl棚卸されている｡Lたがって,人出嘩す

るときには,本線管理システムと車J車管理システム間で列車

に関する帖報の･受けf度Lを行ない､互いの制御下にある列車

を木‖一千の制御下へと渡す｡

(7)i言亡釦州三成

列小のj雀行`丈績記録,統計記録及びシステム運転記録を仁Ij

ノi■二する｡
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図2 本線管理システムのハードウェア構成
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注:略語説明

CPU(中央処理装置)
Cレ0(コンソール入出力装置)
M.ノD(磁気ドラム装置ノ

LT.･′叫ロギングタイプライタ)
M/¶磁気テープ装置)

CRT(プロセスカラーディスプレー装置)
KB(キーボード)
PTP(絶テープせん孔機)
PUO(プロセス入出力装置)
DXレ0(データ交換入出力装置)
CLC-P(通信制御装置)

日二立制御用コンピュータHIDIC 80の二重系システムであり,主要な周辺機器は二重化が図られている



中量軌道輸送システム大阪南港ポートタウン楳の管理システム 801

3.2.2 ′電プJ符坪の機能

(1) スケンユーール)室転

設式三された連行ダイヤ椎別に対応したLやl桝器人リJ(7)ため

のスケンューールー帖報をもとに,遠ノブ瑠こ税制御装｢21fを介Lて,

受電しゃ断器,き電しゃ断器,フィルタ及び力率改善コンデ

ンサ用しゃ断器の投入としゃ断を行なう｡

(2)異常時の復旧処理

変電設備の異常時にトリッブしたしゃ断器を,車扱原因が

なくなったときに止の二状態に復IRする｡

(3)機器の操作l牧 録

機着岸の動作時及び[投降発車時に,そのl勺谷と発生時刻を印

′j-二する｡

(4)日報及び月報の作成

ノ受電変電所,き電変電所の各種電力量,小手く,負荷-や,連

･‡転ミ時間などを,日報及び月報とLて作成する｡

田 自動運転車上装置

ATO(自動運転中上装i岸)は,地卜のATC(仁さ号促ノ左システ

ム)によって与一えられる制限j重度と,連行∠許理システムによ

って与えごっれる連行指令に従って,列中の述転r別御を行なう

もので,マイクロコンビュー一夕を鞘いた∴蚕糸構成を特-kと

しているし)

4.1 自動運転車上装置の構成

本業吊は,ATCとATOの∴つの装置から構成されており,

ATCは,照†ナ式胡そ列二重系【′】垂川J換ノブJしを,ATOは行磯子備

二重系-りJ換ノJ一式を採用して丁.子弟則牛の1Jり上をしぎト〕ている｡‾軌二,

ATOでは,操縦系と管月阜系の ▲.っのマイクロコンビュ肌タに

分けて構成Lており,管手堅系は多重通信制御装荷などからの

情報を人力し,運転こモードの修飾及び【]分自身内の合J塑性チ

ェックを行なう｡また,管理系r勺ク)満_算結果は何列ディジタ

ルデータ転送によって操縦系へ送J)れる｡,

操縦系は,運転制御(出発,ノ州速,走行,停止など〔))を行な

い,ノJ行,ブレーキ,定ノ与二域停什二,電空切換,5km/h検知及

びATO故障検知出力を行なう｡

図4にATC装帯を,図5にATO装置をホす‥

4.2 自動運転車上装置の機能

け)山ヲ邑及び駅間左通定子f

列中州発に当たって,駅制御装i芦fかごフの山発†旨1ナに上り,

中_卜のl]勅運転装置は走す=+倍速度をブ火1上し､二れにj拉従す

るため速度制御を行なう｡二の目標逆性は,ATC適性了刷限†∴

号,運行管押システムかノノウ･えご)れる適性制限指▲令,見三位芯

停lレヾターン適性のうち,いちばん什い､速度を採十‾rjしてし､る.っ

醜

○

図4 ATC装置の内観 ディジタルリング演算方式によるATC速度照査

部を示す_､

区】5 ATO装置の内観 マイクロコンピュータを主体としたATO演算部

を示す_,

(2)芯イ立石停1L制御

駅j娃傍の第1から第3の地点イi言号地卜/一及び駅‾r別御ルーブ

かノブの地ノJ二信号を一夏イ言し,図6にホすようにて右位帯停l卜rliり亨卸

用として尉i離一連性の車トパターンを発生させ,それに中内

を泊従させるようにノッチ指令を山■ノJする｡第1地卜J′･で′ヾ

ターンを発ヰ.させ,第2地卜｢一で距離補jtを,第3地_卜J′･で

′ヾターン減速伎のりJ換えを行ない,第4地ノ1】二の駅制御ルーーープ

を1三位溝停1卜止とLて検知する｡

(3)前進インチング

駅への悼11瑚j御=-ト,なんらかの悦凶で停【卜山手前に停11-.L

た場でナは,地_卜からのインチング指令により,f上寸動的に約1.5

km/hかごっ2.Okm/h以下の速度で走行L,ム三∴!､り或に停_t卜させる｡

(4)タイヤ径補〕1二

列中はゴムタイヤを仲川Lているため,走行中のタイヤi華

に坐ヱ軌が/卜じ,中軸の【H†転数をも･とに請十筒Lている走行距維

に.洪差が山て列叫亭1卜精度を恐くする｡,二のため,他山イ言弓

地卜/一間の距離とそのrエーi】を走行するときの中軸11小転三敷かJJタ

イヤ径を.汁辞し,補1_l二するl′i東川-t輪径補正の機能をもたせ停

l卜相性のl｢】j卜をト音1っている｡

l同 車両用自動検査装置

本装置は,車両の1箇月検査,重要部検査及び全搬検査に

イ半う各種試験を行なうもので,本システムの場合自動運転の

ための車上装置が従来の地下鉄卓両に比べて高度にエレクト

ロニクス化されており,試験時間の短縮と省力化を目的とし

て導入されたものである｡

5.1 車両用自動検査装置の構成

本装置は,図7にホすように日カニ〔別御用コンピュータHIDIC

80(主記i意32k語)を中心に,各棟試験実行機,試験の指ホを

行なう操作盤などから構成されているこ

本装置の土な検査対象機器は,次のとおりである｡

(1)空気圧縮機及び空気ブレーキ装置

(2)サイリスタレオナード制御装置

(3)列卓検知･ATCそ信器及びATC･ATO制御器

(4)誘導無線及び車両データ伝送装置

(5)駅制御送′受信装置

(6)戸扉開閉装置

5.2 車両用自動検査装置の試験機能

本装帯の機能は,単体試験,稔合試験,トラブルシューテ

ィングに分けられ,通常は総合試験機能を用いて試験を行な

い,そこで不共合が発見された場合はトラブルシュ【ティン

グ機能で不具fナ箇所を見付け,単体試験機能で再確認する千
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匡16 ATO運転説明図 駅間走行は,ATC制限速度よりも4～5km′′h低くLて目標を決め,駅への停止は,車上パターン式連続制御方式である

順で使糊される｡

図8に本装置のマンマシン梢機器である操作盤を示す｡

5.2.1 単体試験

各-1り二搭成機器各々に設完三されている一式験を詳細に行なう

もので,実行Lたい試験項臼を操作盤から選択して行なう｡

試験結果は,CRT(プロセスディスプレイ)に表ホされる｡ま

た,試験データは前月の記録も記憶されているため,1箇月の

特性の変化を直ちに知ることができる｡

5.2.2 総合試験

総(ナ試験は.試験項目も多く,良時間を要するため,下記

の手法で試験時間の知縮を凶った｡

(1)試験実施上二,競†ナしない2種類の試験を並列に行なう｡

(2)車卜検査員の介小三が必要な試験項目は,極力まとめて行

なう｡

(3)試験結果不台･格であっても,次の試験へ進段する機能を
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図7 車両用自動検査装置構成図 日立製御用コンピュータHtDIC80

を中心に,各種試験装置で構成されている｡
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図8 自動検査装置用操作盤 試験項臥試験結果をCRTに表示し,

その指示を操作盤により行なうこ

設けてある｡

5.2.3 トラブルシューティング

総ナナ試験実行時に取り込んだデータをもとに,あらかじめ

;Eめられた手順によって判定を行ない,披試験ヰ幾器内の部品

申イ立に不良と堆石三される項目を,CRTに表ホする｡

【司 結 言

以__l∴述べたように,本中量軌道輸送システムは安全性･信

柏作･絶満作を高めるため各所にコンピュータを噂入して高

度にド一重わ化し,かつ省力化されたシステムを建設することが

できた｡

本中量軌道輸送システムは,昭和56年3月16日開業以来,

順調に稼動Lている｡

我が国の中量軌道輸送システムも,いよいよ実用化の時代

を迎えたこととなるが,本システムがベースとなり,今後各

地でのシステム建設に寄与するものと考■えている｡
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